
め
、
大
手
の
会
社
の
採
用
試
験
に
応
募
し
た
。
学
科
で
は
合

格
し
て
も
、
最
終
的
に
採
用
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

(6)

　
一
流
生
命
保
険
会
社
の
採
用
試
験
で
は
、
二
十
一
名
の
応

募
者
中
た
だ
一
人
の
学
科
合
格
者
と
な
っ
て
、
全
書
類
を
整

え
て
提
出
し
た
が
撥
ね
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

(7)

　
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
会
社
に
入
社
し
た
が
、
こ

の
会
社
は
ま
も
な
く
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。

(8)

　
昭
和
三
十
七
年
に
日
産
自
動
車
株
式
会
社
に
嘱
託
と
し
て

入
社
し
、
現
在
は
定
年
退
職
し
、
俗
に
言
う
第
二
の
人
生
を

歩
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
人
生
の
重
要
な
期
間
に
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
、
収
入

ひ
い
て
は
厚
生
年
金
受
給
等
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
受
け
る

結
果
と
な
っ
た
。

誠
心
誠
意
を
持
っ
て
歩
ん
で
き
た
自
分
が
、
こ
の
よ
う
な
思

い
が
け
な
い
障
害
に
阻
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
遺
憾
な

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
社
会
全
般
に
人
権
擁
護
問
題
と
し

て
提
起
す
る
ま
で
に
は
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出
　 東

京
都
　
園
部
忍
　 

本
籍
地
、
多
摩
郡
砂
川
二
二
六
番
地
。
園
部
忍
。
大
正
十
二

年
十
二
月
八
日
生
ま
れ
。
父
、
園
部
己
之
吉
、
母
、
園
部
ア
キ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
昭
和
五
年
四
月
一
日
、
砂
川
小
学

校
に
入
学
。
昭
和
六
年
、
家
事
の
都
合
で
立
川
町
仲
町
二
丁
目

に
移
転
。
昭
和
六
年
四
月
一
日
、
立
川
第
二
小
学
校
に
転
校
す

る
。
昭
和
十
一
年
三
月
、
小
学
校
卒
業
。
昭
和
十
一
年
四
月
一

日
、
立
川
第
一
小
学
校
高
等
科
に
入
学
。
昭
和
十
二
年
十
二
月

一
日
、
立
川
飛
行
機
株
式
会
社
に
入
社
。
戦
時
中
な
の
で
三
月

卒
業
ま
で
は
学
校
に
籍
が
あ
る
の
で
、
会
社
で
は
か
わ
り
に
青

年
学
校
の
教
育
を
受
け
て
い
た
。
家
業
は
精
肉
店
を
経
営
。
家

族
は
父
と
母
、
長
男
の
兄
と
長
女
の
姉
と
次
女
の
姉
と
次
男
の

自
分
で
、
計
六
人
で
す
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
、
航
空
兵
で
召
集
令
状
が
来
た
。
十
二

月
一
日
、
四
国
の
松
山
城
の
下
の
部
隊
に
入
隊
を
命
ぜ
ら
れ
、



約
一
カ
月
松
山
の
部
隊
に
待
機
す
る
。
満
州
の
関
東
軍
の
将
校

が
迎
え
に
来
た
。
十
二
月
三
十
一
日
、
船
で
下
関
港
を
出
港
す

る
。昭

和
二
十
年
元
旦
、
釜
山
港
に
上
陸
す
る
。
昭
和
二
十
年
一

月
、
佳
木
斯
の
満
州
第
八
三
五
五
部
隊
一
中
隊
に
入
隊
す
る
。

三
カ
月
間
、
寒
い
満
州
で
初
年
兵
の
教
育
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
年
六
月
、
一
等
兵
に
進
級
す
る
。
昭
和
二
十
年
六

月
、
千
振
の
飛
行
隊
の
移
動
修
理
に
転
属
。
昭
和
二
十
年
八
月

佳
木
斯
の
満
州
第
八
三
五
五
部
隊
は
一
中
隊
に
ま
た
帰
る
。
昭

和
二
十
年
八
月
十
日
、
ソ
連
と
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
で
、
奉
天

の
本
■
に
引
き
揚
げ
る
と
言
わ
れ
て
部
隊
は
全
部
、
先
発
、
後

発
、
残
留
と
分
か
れ
、
最
後
の
残
留
部
隊
は
兵
舎
に
火
を
つ
け

て
飛
行
機
で
飛
び
立
っ
た
と
の
こ
と
。
後
で
聞
い
た
話
だ
が
、

一
機
は
墜
落
し
た
と
の
こ
と
。

明
朝
出
発
す
る
先
発
隊
が
、
今
夜
か
ら
馬
車
で
大
雨
の
降
っ

て
い
る
中
を
佳
木
斯
の
駅
へ
、
食
糧
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
品
物

を
運
ん
で
い
る
。
一
中
隊
か
ら
二
名
、
二
中
隊
か
ら
二
名
、
一

中
隊
の
二
班
の
班
長
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
大
雨
の
降
る
中
を

歩
い
て
佳
木
斯
の
駅
に
向
か
っ
た
。
自
分
は
そ
の
中
の
一
人
に

選
ば
れ
て
、
真
夏
な
の
に
冬
服
に
着
替
え
さ
せ
ら
れ
、
自
分
の

物
も
整
理
で
き
ず
出
発
し
た
。
駅
の
中
は
ご
つ
た
返
し
て
い
た
。

自
分
た
ち
は
警
備
に
来
た
の
で
す
。
開
拓
団
の
家
族
も
一
緒
。

男
は
手
に
銃
を
持
ち
、
家
族
を
連
れ
て
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で

駅
へ
と
歩
い
て
い
く
。
夜
に
な
っ
て
食
糧
の
警
備
を
し
て
い
た

の
だ
が
、
雨
が
降
っ
て
い
て
寒
い
の
と
眠
い
の
で
、
朝
方
つ
い

う
と
う
と
し
て
し
ま
っ
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
て
い
る
の
に
気
が

つ
い
た
ら
、
班
長
さ
ん
が
呼
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。
食
糧
の

袋
が
積
ん
で
あ
る
の
が
皆
穴
だ
ら
け
に
開
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
も
ら
っ
た
ビ
ン
タ
は
今
も
忘
れ
な
い
。
朝
方
、
箱
型

の
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
運
ば
れ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
ハ
ル
ビ
ン
近
く
の
平
房
の
飛
行

場
で
ソ
連
軍
の
武
装
解
除
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
年
九
月
、
歩
け
歩
け
が
始
ま
っ
た
。
毎
日
夜
に
な

る
と
、
ど
こ
で
も
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、
少
し
の
食
糧
し

か
持
っ
て
い
な
い
。
薪
を
集
め
る
者
、
何
か
食
べ
る
物
を
探
す

者
、
野
菜
を
見
つ
け
に
取
り
に
行
く
者
、
そ
の
食
べ
物
を
少
し

食
べ
て
は
命
を
つ
な
い
で
い
た
。
毎
日
山
の
中
で
も
ど
こ
で
も

お
墓
の
と
こ
ろ
で
も
寝
て
し
ま
っ
た
。
早
く
歩
い
て
行
か
な
い



と
釜
山
か
ら
船
が
出
て
し
ま
う
と
ソ
連
兵
に
脅
か
さ
れ
て
歩
い

た
。
一
週
間
か
か
っ
て
百
二
十
キ
ロ
歩
い
た
と
き
は
一
番
苦
し

か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
九
月
末
ご
ろ
、
牡
丹
江
の
収
容
所
の
幕
舎
に
入
れ

ら
れ
た
。
約
一
カ
月
く
ら
い
い
て
か
ら
十
一
月
末
、
貨
車
に
乗

せ
ら
れ
て
北
へ
北
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
た
。
貨
車
の
中
で
防
寒

衣
類
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
で
は
日
本
へ
帰
れ
な
い
と
思
っ
た
。

そ
の
ご
と
く
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
ヤ
ク
デ
ィ
ニ
ヤ

捕
虜
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
三
百
五
十
名
く
ら
い
だ
っ
た
と

思
う
。
皆
兵
隊
ば
か
り
、
将
校
は
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
毎
日
、

体
力
に
応
じ
た
仕
事
に
分
か
れ
た
。
普
通
は
森
林
伐
採
の
強
制

労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
。
栄
養
失
調
と
寒
さ
で
仲
間
が
次
々
と
死

ん
で
い
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
一
日
、
朝
食
事
前
、
全
員
集
合
が

か
か
り
、
歩
い
て
五
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
工
事
現
場
の
近

く
は
湿
地
帯
だ
か
ら
線
路
が
少
し
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

線
路
か
ら
大
き
な
石
が
落
と
し
て
あ
る
。
そ
の
石
を
二
個
、
近

く
の
工
事
現
場
へ
運
べ
と
言
わ
れ
て
、
ど
の
石
が
良
い
か
な
と

選
ん
で
、
こ
の
石
が
と
左
手
を
掛
け
た
と
き
、
上
の
方
か
ら
降

り
て
き
た
同
じ
班
の
者
が
一
遍
に
二
個
運
べ
ば
一
回
で
終
わ
る

と
思
っ
て
無
理
し
た
の
で
、
一
個
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

石
が
自
分
の
左
手
を
掛
け
た
指
に
落
ち
て
し
ま
い
、
中
指
と
薬

指
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
収
容
所
に
行
き
、
日
本
人
の

軍
医
さ
ん
に
注
射
も
し
な
い
で
薬
指
を
切
り
落
と
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
か
ら
引
揚
げ
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年

五
月
、
ス
イ
ス
赤
十
字
を
通
じ
て
シ
ベ
リ
ア
か
ら
赤
十
字
の
ハ

ガ
キ
が
一
枚
日
本
へ
出
せ
た
。

「
拝
啓
永
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
小
生
、
意
外
の
便

り
に
さ
ぞ
か
し
驚
か
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
内
地
の
皆
様
に
は

変
わ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

小
生
も
そ
の
後
元
気
で
居
り
ま
す
。

日
本
軍
人
と
し
て
一
度
死
に
場
所
を
逃
し
て
、
恥
と
は
知
り
な

が
ら
今
後
益
々
健
全
な
る
精
神
と
身
体
を
持
ち
帰
り
、
祖
国
再

建
に
務
め
る
覚
悟
で
居
り
ま
す
。
色
々
と
書
き
た
い
事
が
あ
り

ま
す
が
、
又
。
で
は
皆
々
様
に
宜
し
く
。
御
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
敬
具
」

一
枚
の
ハ
ガ
キ
を
見
て
、
父
母
を
は
じ
め
皆
大
喜
び
し
た
と

の
こ
と
。
内
地
で
は
父
母
を
は
じ
め
皆
、
引
揚
げ
運
動
の
先
頭



に
立
っ
て
や
っ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

七
月
、
帰
国
の
た
め
ヤ
ク
デ
ィ
ニ
ヤ
収
容
所
を
出
る
。
八
月
、

ナ
ホ
ト
カ
港
の
収
容
所
に
入
る
。
昭
和
二
十
三
年
八
月
二
十
二

日
、
ナ
ホ
ト
カ
港
を
出
発
。
栄
豊
丸
に
乗
っ
て
八
月
二
十
四
日

舞
鶴
港
に
上
陸
、
復
員
す
る
。
八
月
二
十
六
日
、
家
に
電
報
を

打
つ
。
八
月
二
十
八
日
、
立
川
の
実
家
に
帰
る
。
立
川
駅
に
着

く
ま
で
、
家
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

父
母
兄
姉
が
丈
夫
か
も
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
皆
、
丈
夫
、

元
気
で
迎
え
て
く
れ
て
安
心
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

新
潟
県
　
田
中
文
平
　 

終
戦
時
は
、
北
朝
鮮
三
十
八
度
線
以
北
の
元
山
海
軍
航
空
隊

に
戦
務
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
終
戦
の
詔
勅
は
聞
こ
え
て
お

ら
ず
、
翌
朝
、
当
直
将
校
が
、「
日
本
は
昨
日
一
時
停
戦
と
な

っ
た
、
志
願
兵
は
居
残
っ
て
残
務
整
理
、
そ
の
他
の
兵
は
即
時

解
散
、
各
自
の
故
郷
へ
帰
る
よ
う
に
」
と
報
告
。
兵
隊
は
真
相

が
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
隊
内
は
動
揺
し
て
い
た
。

二
十
二
日
早
朝
、
見
張
り
の
兵
が
海
に
軍
艦
が
多
数
見
え
る

と
報
告
、
最
初
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
艦
砲
射
撃
に
来
た
と
思

い
、
各
陣
地
に
戦
闘
準
備
が
発
せ
ら
れ
た
。
機
銃
に
弾
を
込
め

て
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
。
し
ば
ら
く
待
機
し
た
ら
、
軍
艦
よ
り

上
陸
用
舟
艇
五
、
六
隻
、
波
を
け
た
て
て
港
に
向
か
っ
て
く
る
。

先
頭
の
船
に
は
赤
旗
と
白
旗
を
立
て
て
軍
使
ら
し
き
将
校
数
名
、

武
装
解
除
の
打
ち
合
わ
せ
に
来
た
の
だ
。

翌
日
、
飛
行
場
へ
武
器
弾
薬
全
部
並
べ
て
ソ
連
軍
の
武
装
解

除
を
受
け
る
。
や
っ
と
戦
争
に
負
け
た
の
だ
と
い
う
実
感
で
ひ

し
ひ
し
と
胸
に
こ
た
え
た
。

以
後
、
ソ
連
抑
留
者
と
し
て
の
運
命
を
■
る
。
航
空
隊
に
一

週
間
ぐ
ら
い
監
禁
生
活
、
日
本
よ
り
迎
え
の
船
が
来
た
の
で
出

発
と
の
こ
と
。
内
地
は
敗
戦
の
た
め
、
食
料
も
衣
服
も
な
い
の

で
、
み
ん
な
持
て
る
だ
け
持
つ
よ
う
に
と
隊
の
倉
庫
を
解
放
、

各
自
背
に
背
■
、
両
手
に
は
持
て
る
だ
け
欲
張
っ
て
、
や
っ
と

歩
く
よ
う
な
姿
で
航
空
隊
を
後
に
し
た
。

さ
て
、
い
く
ら
歩
い
て
も
港
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
は
変

だ
と
ソ
連
の
番
兵
に
聞
く
と
、
船
は
も
う
一
つ
向
こ
う
の
港
に




